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図4 アセテー ト(n-2)の動的弾性率 E',損失弾性率 E",














図5 バレレー ト(n-5)の動的弾性率 E',損失弾性率 E",
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表1 'COA および合成高分子の β過程に関する活性化諸量
COA β過程
i (轟 (ごus) 守(kca1,Fmol)ら(kca1,Emol)i
;p;誓 上 音 97.3 14.8 39.6102,8 30 2
バ レ レ ー ト .004 101.5 11.2 37.0
デ カ ノエー ト .004 103.9 8.0 34.5
i .004 94.7 .7.9 32.0 周波数分散から
他の高分子の β過程
∴ l∴ 0.65 10.6 11.3 側鎖C==0基
4.03 8.51 10.0 側鎖242 〝PMMA .003 29.5 13.7
MCIA .003 13.2 17.1 22.2 〝
PMA .004 5.5 6.6 8.5 〝
POM .003 103.6 14.8 50.0 主過程
PET .004 12.2 10.3 13.9 COO基
PVC .004 ll.0 12.5 15.7 ローカルモード
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図8-a セルロースアセテー トおよび mの異なるCOA系アセテートの
損失弾性率 E"一温度曲線 (110Hz)
□ :セルロースアセテー ト, △:COAアセテー ト m-1,2
⑳:CoAアセテー トm-1.8, 留:CoAアセテートm-2.0
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図10 プチレート(○,㊨),イソプチレート(△,A)の
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図11バレレート(○,●),ビバレート(△,▲)の動的
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図12 ベンゾニートの動的弾性率 E',損失弾性率 E"一温度曲線 (110Hz)
付けた｡ このうち,α過程は主鎖のミクロブラウン運動,γ過程はオキンメチレン基とメチロール基の運動
を含む過程と考えられた. 図中の括弧内に,それぞれのAE値を示 してある｡β過程について見ると,E′
曲線は際立ったピークを示 し, その領域でのE′の低下は1桁以上にわたる｡ さらに,』E値は35.8kcal/
molであり,主過程のそれに匹敵する｡これらのことから,β過程はCoAの場合と同様に,側鎖全体にわ
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図13 シア/エチルセルロースの E',E''-温度曲線 (110Hz)
(- )新しいタイプ (一･一)従来物
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図20 ジアルコールセルロースの荷重一伸度曲線 (20oC,65% RH)
A:セルロースから B:メチロールセルロースから
れほ,20℃,65%ではば流動域にあり,伸度は600%に達した｡このジアルコールセルp-スを出発物質と
すれば,従来と著しく異なる特性のセルロースプラスチックの1群が生まれることになる｡
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